
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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悪狐・化身
悪 狐 １
悪 狐 ２

山 崎  翔 太
山 本  正 也
小 田  真 也

法 印
剛 力
三浦 之介
上 総 之介

・・・
・・・
・・・
・・・

深 瀬  喜 行
山 崎  英 治
田 中  愛 莉
齋 藤  拓 也

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

佐 藤  信 治
山 本  博 之
比 良  大 助
真 田  健 太

　平安時代中期、鳥羽上皇が玉藻前(たまものまえ)という美女を寵愛（ちょうあい）すると、体調を崩し世が乱れ始めます。
　これを不審に思った陰陽師・安倍泰親(あべのやすちか)が占うと、玉藻前は唐の国で悪行を重ねた末、わが国へ逃亡した金毛
九尾(きんもうきゅうび)の悪狐だったのです。この悪狐は、正体を見破られると京の都から安達ヶ原へ飛び去り、再び美女に化けて
旅人を襲うようになります。
　那智(なち)の大法師・東光坊阿闍梨祐慶(とうこうぼうあじゃりゆうけい)は剛力を従え修行の途中、陸奥国・安達ヶ原(むつのく
に・あだちがはら)にさしかかったところで日は暮れてしまい、出会った美女に一夜の宿を借りようとしますが、美女は悪狐となり襲
いかかり、剛力は食い殺され、法師は辛うじて逃げ去ります。
　そして、弓の名人三浦乃介・上総乃介(みうらのすけ・かずさのすけ)が悪狐退治に向かい退治する物語です。

第二幕『安達ヶ原』（あだちがはら）
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藤原 時 平
賊

山 本  正 也
小 田  真 也

・・・
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菅原 道 真
随 身

深 瀬  憲 司
真 田  健 太

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
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・・・

山 崎  翔 太
山 本  博 之
山 崎  英 治
佐 藤  信 治

　平安時代、宇多・醍醐（だいご）天皇の代に菅原道真（みちざね）はその文才を認められ、右大臣まで上り詰め、世にも稀な出世を
します。これを妬んだ左大臣・藤原時平（ときひら）は謀（はかりごと）をめぐらし、道真を落とし入れます。九州・太宰府に左遷され
た道真は無実を訴えますが許されず、その地で無念の死を迎えます。すると、都では天変地異が続き、大きな雷鳴がとどろいたと
言います。道真は雷神となり、鬼となり果てた時平を討つという物語です。
　その後、道真は北野神社に祀られ、学問の神さまとして広く親しまれ、各地に天神さんの分社が設けられました。
こうした道真の話が、謡曲「雷電」や神楽「天神」となったと言われています。

第一幕『天神』（てんじん）

吉和神楽団プロフィール ～廿日市市吉和～
　昭和54年頃、吉和地域で古くから伝わっていた伝統芸能の神楽を復活させようと地域の有志や若者達が集まり神楽団が
結成されました。
　演目は、六調子系・旧舞の「八岐大蛇」「大江山」「塵倫」「天神」「羅生門」「安達ヶ原」、八調子系・新舞の「滝夜叉姫」など、多
くの演目があり、各地域の神楽大会や、奉納神楽、イベント等の出演など幅広い活動を行っています。
　また、後継者の育成に取組み、地域内外の子ども達に神楽を指導し、子ども神楽の出演も行っています。

よしわかぐらだん


